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第 7 章では、第 6 章で提案した比抵抗に基づく定量的な地山区分手法をトンネル事例に適用し、その地質構造評価
への有用性を確認している。
第 8 章では、結論として本研究を総括し、各章における主要な結果を取りまとめている o
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論文審査の結果の要旨
トンネルや地すべりなどにおける従来の事前地盤調査の欠点を改善するために、最近、比抵抗高密度探査を実施す
るケースが増加している o しかし、地盤の比抵抗に影響を及ぼす要因は数多く、それらの影響が十分に解明されてい
ない現状では、客観的な地盤評価が困難な状況にあり、地盤比抵抗の定量的評価に基づく地山区分手法の開発が要請
されている。
本論文は、地盤情報可視化技術として注目されている「比抵抗高密度探査」を主に取り上げ、種々の電極配置によ
る探査特性を把握し、地盤比抵抗に及ぼす種々の地盤物性の影響を明らかにするとともに、地盤比抵抗の定量的評価
に基づく地山区分手法を新たに提案し、実際現場データによりその適用性を確認したものであり、その成果を要約す
ると次のとおりである。
(1) 比抵抗高密度探査における電極配置による探査特性を把握するために、これまでほとんど実施されていない実地
盤における探査実験を行い、探査特性に関する有用な知見を得ている o
(2) 地盤材料を構成する岩石供試体、土供試体および地下水試料を対象として、それぞれの比抵抗測定システムおよ
び測定方法を構築して室内実験を行い、地盤材料の比抵抗に及ぼす種々の地盤物性の影響を明らかにしている。
(3) 地盤比抵抗による客観的・定量的な地盤評価手法として、「温度補正を考慮した基準比抵抗から求めた換算弾性
波速度による地山区分手法」を提案するとともに、トンネル事例に基づ、いて地質構造評価への適用性を検証してい
る。
以上のように、本論文は、比抵抗高密度探査における種々の探査特性を把握・解明するとともに、地盤比抵抗の定
量的評価に基づく地山区分手法を新たに提案し、その適用性を確認したものであり、地盤工学、探査工学および土木
工学の進歩に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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